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白河市議会基本条例が可決
　平成27年６月19日㈮、議会案第３号、白河市議会基本条例が可決となりました。議会改革特別委員会は、37
回開催し協議を重ねてきました。執行部との協議や市民への説明会を経て、可決された白河市議会基本条例（抜
粋）を紹介します。

白河市議会基本条例
　平成12年のいわゆる地方分権一括法の施行により、本格的な地方分権が始まり、地方自治体を取り巻く環境
は大きく変化し、地方自治体の自己決定と自己責任の原則がより一層拡大されました。
　これにより、議員の合議体である議会は、市長と同じく市民の直接選挙で選ばれた二元代表制の一方を担う
存在として、その果たすべき責務がますます増大しています。
　また、平成26年４月に施行された白河市自治基本条例（平成25年白河市条例第28号。以下「自治基本条例｣と
いう｡）において、本市のまちづくりの基本理念、基本原則等が定められ、まちづくりの主体である市民、市そ
して市議会のそれぞれの役割が明らかにされました。
　このことから、市議会は、まちづくりの主体の一員として市民及び市との信頼関係を深め、市議会の役割を
明確にして、市長と市議会がお互いの立場で議論を交わすことによって、自治基本条例の目指すべき「市民共
楽のまち白河」を築いていく必要があり、さらに、議員同士が自由闊達な議論を交わし、自らの創意工夫によ
り政策立案及び政策提言を行うとともに、公平・公正で開かれた議会を目指すことにより、真の地方自治の実
現に邁進していかなければなりません。
　よって、ここに市議会は、地方自治の本旨に基づいて、その果たすべき役割と責務の重さを深く自覚し、
もって市民の負託に応えていくことを決意し、市議会としての基本原則を定めるため、白河市議会基本条例を
制定します。
（目的）
第１条　この条例は、自治基本条例第８条に定める市議会の役割をより明確にするとともに、地方自治の本旨

に基づき議会及び議員の活動原則等の基本的事項を定めることにより、市民の声に的確に応え、市民
の福祉の向上及び公平・公正な市政の発展に寄与することを目的とします。

【解説】本条は、自治基本条例で定める議会の役割を明確にし、議会及び議員の活動原則等を定めたこの条例
の最終的な目的が、市民福祉の向上と公平・公正で民主的な市政運営のためにあることを確認するものです。
（議会の活動原則）
第２条　市議会は、次に掲げる原則に基づき活動しなければなりません。
（１）公平性、公正性及び透明性を確保するとともに、市民に開かれた議会を目指すこと。
（２）市民の多様な意見を把握するため、市民参加の機会の拡充に努めること。
（３）把握した市民の多様な意見をもとに、政策立案及び政策提言に努めること。
（４）議決責任を果たすため、市民に対し積極的な情報公開に努め、説明責任を果たすこと。
（５）市民本位の立場から適正な市政運営が行われているかを監視すること。
（６）市民の議会に対する関心が高まるよう、議会運営をわかりやすい方法で行うこと。
【解説】公平・公正な議会運営の維持を基本とし、合議体である議会の活動を明確にしたものです。その基本
原則として、６つの項目を挙げています。
（議員の活動原則）
第３条　議員は、次に掲げる原則に基づき活動しなければなりません。
（１）議会が言論の府であり、かつ、合議制の機関であることを意識し、議員間の自由な討議を重んじること｡
（２）市政の課題全般について市民の意見を的確に把握すること。
（３）不断の研さんにより議員としての資質を高めること。
（４）市民全体の奉仕者及び代表者として、ふさわしい活動をすること。
（５）市議会の構成員として、一部地域及び団体の代表にとどまらず、市民全体の福祉の向上を目指して活動

すること。
【解説】本条は、議員が市民の代表として、市民全体の利益のために活動することを定めたものです。
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（質疑応答の原則）
第７条　本会議における一般質問は、市政上の論点又は争点を明確にするため、一問一答の方法により行うも

のとします。
　２　議長から本会議及び常任委員会、特別委員会への出席を要請された市長等は、議員の質問に対して、論

点又は争点を明確にするため、議長又は委員長の許可を得て、反問することができるものとします。
【解説】市長ほか市職員は、議長又は委員長の許可を得て、議員の質問に対して、争点・論点を明確にすると
ともに、より議論を深めるために逆質問することができるものです。
（市民と議会との関係）
第９条　市議会は、市民に対し積極的にその有する情報を発信し、情報の共有を推進するとともに、説明責任

を十分に果たさなければなりません。
　２　市議会は、委員会を可能な限り公開するものとします。
　３　市議会は、公聴会及び参考人制度を十分に活用し、市民の専門的又は政策的知見を議会の討議に反映さ

せるものとします。
　４　市議会は、請願及び陳情の審査においては、必要に応じ、提案者の意見聴取を行う機会を設けることが

できるものとします。
　５　市議会は、市民に対し、議会で行われた議案等の審議の経過及び結果について報告するとともに、市民

との意見交換会等を開催するものとします。　
【解説】本条は、会議を可能な限り公開することや、請願等の提案者の意見聴取のほか、学識経験者等による
専門的事項に係わる調査が行えるとした地方自治法１００条の２の規定に基づき、議会の討議に反映させよ
うとするものです。
（議会と市長等との関係）
第１０条　市議会は、市民の意思を代表する合議制の機関として、二元代表制のもと、常に市長等との立場及

　び権能の違いを踏まえ、お互いの役割を尊重しつつ、市勢の発展に取り組まなければなりません。
【解説】本条は、議会と市長及び執行機関それぞれの役割の違いを認識し、議会と市長等との関係を健全に保
持することを定めたものです。
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